
自尊感情を高めるための発達段階に応じた指導上の留意点（試案） 
 

発達段階 Ⅰ 就学前教育【児童前期】  
Ⅱ 小学校教育【児童期】 

Ⅲ 中学校教育【思春期】  Ⅳ 高等学校教育【青年期】 
低学年 中学年 高学年 

観点 項目 指導上の留意点 

Ａ
自
分
へ
の
気
付
き 

自
分
の
こ
と
を
肯
定
的
に
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

１ 活動を評価し、そ

の子自身を認めま

す。 

○自分の思いで取り組んでいた

り、できるようになったり、新

しいことに挑戦したりしている

ことを評価します。 

○自分のことは自分で行って

いたり、自分でやろうと決

めて行動したりしているこ

とを評価します。 

○新しくできるようになった

ことがあったり、繰り返し

努力したり、工夫したりし

ていることを評価します。

○新しい行動や考え方を見付

けて実行したり、以前より

よくなったりしていること

を評価します。 

○前回できなかったことができるよ

うになっていたり、努力して取り組

んだりしていることを評価します。 

 

○既習内容を繰り返し確認したり、

前回できなかったことができるよ

うになったり、努力して取り組ん

でいることを評価します。 

２ 活動を自己決定さ

せます。 

○遊びや仕事を選んで取り組むこ

とができるようにします。 

○考えたことを表現しなが

ら、活動を選んで取り組む

ことができるようにしま

す。 

○得意なことを生かせる場を

考え、選んで取り組むこと

ができるようにします。 

○今、何ができるのか考え、

確実に取り組むことができ

るようにします。 

○行動目標を立て、今後の自分の活動

の方向性を明確にして行動するこ

とができるようにします。 

○自分の特性や役割を果たし集団に

貢献する場面や方法を考えて行動

することができるようにします。

３ 活動のルールや目

標をもたせます。 

○生活の仕方等のきまりを守って

行動できるようにします。 

 

○学校のきまりを守って行動

できるようにします。 

○学級で考えたきまりを守っ

て行動できるようにしま

す。 

○自分たちで決めたきまりを

守って行動できるようにし

ます。 

○自分たちで作った組織のルールを

自主的に守って活動できるように

します。 

○集団の活動の目標達成に向け責任

をもって自ら努力できるようにし

ます。 

Ｂ
自
分
の
役
割 

自
分
が
周
り
の
人
の
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
か
せ
ま
す
。 

１ 自分が周りの人の

役に立っていること

を実感させます。 

○保護者や友達等、周りの人のた

めに行動できたことに気付かせ

ます。 

 

○班等の友達のための活動を

考え、実行できたことに気

付かせます。 

 

○学級の友達等のためにでき

ることや頑張れることを考

え、実行できたことに気付

かせます。 

○学級や学年のためにできる

ことを考え、工夫して活動

できたことに気付かせま

す。 

○学級全体や学校全体がまとまるこ

とや学級や学校の活動がスムーズ

に進むことを大事にして活動でき

たことに気付かせます。 

○自らが周囲に配慮して行動するこ

とで、所属する集団の活動がうま

く進んだことに気付かせます。 

 

２ 自分の力でできる

ことがあることに気

付かせます。 

○片付けや準備等、自分でできる

ことを最後までやらせます。 

 

 

○家族や学級内の中で自分が

できることを考えて実行さ

せます。 

 

○学級のためにできることを

考え、工夫して取り組ませ

ます。 

 

○自分の考えに自信をもち、

リーダーとして小集団をま

とめて活動させます。 

 

○グループ学習での発言に責任をも

ち、その場に応じて何が正しいかを

判断し、相手にアドバイスさせま

す。 

○所属する集団の活動に主体的にか

かわり、集団に貢献することの意

義や喜びを感じ、行動させます。

３ 周りの人からの肯

定的な評価を受ける

場を設定します。 

○遊んだことや考えたことをみん

なの前で紹介し、友達から認め

られるようにします。 

○グループ活動で、互いのよ

さを認め合えるようにしま

す。 

○学級等の活動で、互いの得

意なことや好きなことを認

め合えるようにします。 

○様々な活動で、互いの考え

方や行動のよさを肯定的に

認め合えるようにします。

○互いに考え方や個性、努力を肯定的

に認め合えるようにします。 

○互いの考え方や生き方、目標等を

肯定的に評価し合えるようにしま

す。 

Ｃ
自
分
の
個
性
と
多
様
な
価
値
観

自
分
の
よ
さ
や
同
じ
事
柄
に
対
し
て
多

様
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ

ま
す
。 １ 自分の考えを大切

にさせます。 

○やりたい遊びを選び、自分のよ

さを発揮できるようにします。

 

○自分には得意なことやよい

ところがあることに気付く

とともに、自分の考えを大

事にできるようにします。

○得意なことを発揮するとと

もに、頑張ったことや考え

方等、自分の方法を大事に

できるようにします。 

○自分らしさを発揮するとと

もに、周りと異なる考えや

得意なこと等を大切にして

表現できるようにします。

○学級や様々な集団の活動において、

自分の個性を積極的に発揮するこ

とを大切にできるようにします。 

 

○それぞれの特性や役割を積極的に

果たそうとして主体的に行動する

ことを大切にできるようにしま

す。 

 

２ 考え方や行動の多

様性を理解させま

す。 

○同じ遊びでもやりたい子とやり

たくない子がいることに気付か

せます。 

○やりたいことや好きなこと

は一人一人違うことに気付

かせます。 

 

○同じ事柄に対して、様々な

考え方があることに気付か

せます。 

○同じ事柄に対して、様々な

考え方があり、それが集団

にとってもよいことに気付

かせます。 

○同じ事柄でも、いろいろな考え方・

感じ方があることを理解し、互いに

調整して、よりよい活動を考えるこ

との大切さに気付かせます。 

○自己の適性を見つめ、行動するこ

とが大切であることを理解し、多

様な行動の仕方や目標を認めるこ

とができるようにします。 

Ｄ
他
者
と
の
か
か
わ
り
と
感
謝 

多
様
な
か
か
わ
り
を
経
験
さ
せ
、
周
り
の

人
の
存
在
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ
ま
す
。 

１ グループで話し合

ったり活動したりし

て、多様なかかわり

を経験させます。 

○友達等と共に活動し、遊び方を

工夫したり、ルールを決めたり

することができるようにしま

す。 

○班や当番等のグループや学

級の仲間と一緒に話し合っ

たり活動したりすることが

できるようにします。 

○班や当番等のグループで、

きまりを決めて話し合った

り活動したりすることがで

きるようにします。 

○班や当番等のグループで、

考えをまとめたり仲間と協

力して活動したりすること

ができるようにします。 

○様々な集団の活動で、学校や社会の

ルールを基に、互いの考えを尊重し

合って内容や方法等を決めたり協

力して活動したりすることができ

るようにします。 

○所属する集団を組織として意識

し、各自が目標をもち、適性に応

じた役割を決めたり、互いに尊重

したりしながら主体的に行動する

ことができるようにします。 

２ 周りの人に支えら

れていることを実感

させます。 

○友達等がいることで、活動が楽

しくなったり新しいことを見付

けたりできることに気付かせま

す。 

○友達等がいることで、仲良

くできたり、楽しい学級生

活を送れたりすることに気

付かせます。 

○友達等と協力し合うこと

で、楽しくよりよい学級生

活を送れることに気付かせ

ます。 

○友達等がいて学校生活が充

実しているとともに、一人

一人の活動は、多くの人の

考えや助けがあってうまく

いっていることに気付かせ

ます。 

○友達等がいて学校生活が充実して

いるとともに、一人一人の活動は、

周りの人の助けがあって成り立っ

ていることに気付かせます。 

○集団の仲間等、身近な人達の支え

があって、自分の目標が実現した

り、活動が充実したりしているこ

とに気付かせます。 

Ｅ
自
分
の
可
能
性 

達
成
感
を
味
わ
わ
せ
た
り
努
力
の
過
程
を
認
め
た
り

し
て
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
を
高
め
ま
す
。 

１ できたことやその

過程を認め、達成感

や充実感を味わわせ

ます。 

○一人でできたことや友達にして

あげたことに気付かせます。 

 

○できるようになったことや

一生懸命取り組んだことに

気付かせます。 

 

○繰り返し努力して、できる

ようになったことに気付か

せます。 

○目標をもって取り組み、困

難を克服したことに気付か

せます。 

○粘り強く取り組み、困難を克服した

ことや自分の行動が他によい影響

を与え、成果があったことに気付か

せます。 

○成就感や達成感を味わうために、

新たな課題や次の活動に意欲的に

取り組んだこと（生かしたこと）

に気付かせます。 

２ 否定的な面に対す

る気持ちを切り替え

させます。 

○失敗や間違いをしても頑張って

いることを評価します。 

 

○失敗や間違いをしてもくよ

くよせずに取り組んでいる

ことを評価します。 

○失敗や間違いを恐れずに取

り組んでいることを評価し

ます。 

○失敗や間違いは大切な経験

であることを理解し、実行

していることを評価しま

す。 

○失敗や間違いを恐れずに、目標をも

って取り組んでいることを評価し

ます。 

○失敗や間違いを恐れずに、目標に

向かって主体的に活動しているこ

とを評価します。 

３ 困っていること等

は他者もあることに

気付かせます。 

○やりたいこと等を我慢すること

は、他の子も同じであることに

気付かせます。 

○友達も同様に、困難なこと

に対して頑張っていること

に気付かせます。 

○得意な子も苦手な子も一生

懸命努力して取り組んでい

ることに気付かせます。 

○困難なことや悩んでいるこ

とは、他の友達も同じよう

にあることに気付かせま

す。 

○困難なことや悩んでいることは、他

の友達も同じようにあり、工夫して

乗り越えていることに気付かせま

す。 

○できないことや困難なこと、悩ん

でいることは、誰もが同様に抱え、

工夫して克服していることに気付

かせます。 
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